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Abstract: This working group has been established to get fruitful results using an electrostatic 
levitation furnace (ELF) in the International Space Station. The targets of our group are: (1) expand 
research area which utilizes ESL, (2) improve techniques of levitation and diagnostics, and (3) 
identify the necessity of microgravity. Activities of this fiscal year are briefly described in this report. 
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１．ワーキンググループの目的 

 静電浮遊炉は、国際宇宙ステーション（ISS）に

搭載される第 2 世代の共通実験装置として技術開

発が進められてきたが、ISS のスケジュール遅延

や経済的事情等によりフライトハードウェアの開

発は足踏み状態が続いている．また、地上におけ

る浮遊技術の急速な進展 1-10)により、微小重力環境

の必要性を再確認する必要が生じてきている。こ

うした状況を踏まえて、本ワーキンググループは 
(1) 国際宇宙ステーションへむけた静電浮遊炉の

基礎技術の確立 
(2) 静電浮遊炉利用による科学的成果の創出 
を行っている。 

２．活動項目 

 (1)放射光設備＋静電浮遊炉 

 昨年度に引き続き、SPring-8 用静電浮遊炉の開

発と実験による液体構造の取得を実施した。 

(2)ISS 搭載用静電浮遊炉 

 これまでに開発してきた航空機実験用静電浮遊

炉を基に更なる小型化を進めて、ＪＥＭに搭載さ

れる多目的ラックに搭載可能な静電浮遊炉の技術

検討を進めている。 

(3)JAXA 地上用静電浮遊炉を利用した研究 

 静電浮遊炉利用拡大の一環として、JAXA 保有

の地上用静電浮遊炉のマシンタイムを WG メンバ

ーに開放して共同研究を進めている。 

３．今年度の活動 

３．１ 放射光設備＋静電浮遊炉 11) 

 5,6 月に放射光施設(SPring-8)と静電浮遊炉を組

み合わせた実験を実施した。昨年度までにセット

アップ及び実験方法を確立した X 線回折ビームラ

イン (BL04B02)、コンプトン散乱ビームライン

（BL08W）を利用して、液体ボロンや準結晶試料

の液体構造測定するとともに、非弾性散乱ビーム
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ライン(BL12XU)へ静電浮遊炉を設置して溶融シ

リコンのデータ測定を実施した。  
３．２ ISS 搭載用静電浮遊炉の技術検討 
 航空機実験用静電浮遊炉を更に小型化し、多目

的ラックの実験スペースに収納することを計画し

ている。これにより、専用ラック製作のコストが

削減できる。本年度は位置検出センサ、加熱レー

ザー及び高速高電圧アンプの小型化について検討

した。 
３．３ JAXA 地上用静電浮遊炉を利用した研究 
 筑波宇宙センターの静電浮遊炉を用いて以下の

実験を実施している。 
・ ZrCuAl 系金属ガラス試料の熱物性測定 
・ 希土類（Ce,Gd,Lu）の熱物性測定 
・ ホウ素の熱物性測定 
 Fig.1 に希土類の粘性係数測定結果を示す。 

 
Fig.1 Viscosity data of liquid rare earths versus  
temperature measured by JAXA-ESL. 
 
３．４ その他 
 2007 年 11 月に研究会を開催し、特に放射光を

利用した静電浮遊炉実験について結果の報告及び

今後の方針についての議論を行った。 
 
４．微小重力環境の必要性 
 静電浮遊炉を利用した実験における微小重力環

境の必要性を明確にするための検討も並行して進

めている。地上での液滴振動法による粘性測定に

おいては浮遊位置制御力が大きな誤差要因となり

うることを実験及びシミュレーションにて確認し、

測定精度向上には微小重力環境が最適であること

を明らかにしている 12)。 
 地上の静電浮遊では不活性ガス雰囲気での実験

が困難であるため、合金系の実験は高真空環境で

実施せざるを得ず、蒸発による組成のずれが大き

な問題となっている。位置制御に必要な電場を極

端に小さくできる微小重力環境ではガス環境を制

御した状態で浮遊溶融実験が可能となる。 
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